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多摩中版発行；石川中裁判を支える会　連絡先；０４２６-６４-５６０２田中

ほうせんか11号　多摩版　内容案内
①根津さんを異動で弾圧＜多摩中から調布中へ＞･･･１

②八尾坂問題･･･････････････････････････････････4

③教室風景　天皇～イラク攻撃･･･････････････････5

郵送住所；〒190-0022　立川市錦町2-4-22　加藤方

カンパ振込先　郵便口座00150-7-15453　石川中裁判を支える会

2003年４月５日発行
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根津さんを120分超遠距離に異動!!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

都教委自ら異動要項逸脱
私は、4月1日から調布市立調布中に配転になりました｡多摩中は昨年度から学級減となり、一人「過員」、授業の持ち時間数の少ない（＝技術科と家庭科は同じ時間数）私が転出するということは法令どおりです｡異存はありません｡しかし、転任先は自宅から二時間近くかかり、通勤時間は｢おおむね60～70分、90分を超えない｣と明記されている都教委が自ら作った「異動要綱」を逸脱しており、断じて許せるものではありません。

昨年、伴はるみさんを｢国立二小には（｢日の丸｣）処分者が多いので、不均衡是正のため｣という理由をつけて異動させました｡要綱に決められた｢同一校8年｣に満たない、しかも要介護のお父さんを抱えているにもかかわらず、本人の意思を無視して、往９０分、復は９０分以上のところへ飛ばしたのです。「日の丸・君が代」に反対する伴さんへの弾圧であり、報復であることは明らかでした｡この問題の人事委員会審理で都教委は、「往は９０分、復は校門から９０分」だから、異動要綱を逸脱していないと言い張りました｡

そして、今年、都教委は私への弾圧と報復のために異動を悪用し自ら要項違反を犯したのです｡

通勤に105分、103分
３月５日に校長から転勤先を告げられて私は、その場で「不服申し立てをしてほしい」と要求。並行して翌朝実踏をし、「３月６日。６時３５分自宅発（中略）８時１８分調布中正門前着　103分（ただし正門前まで）」と記した実踏報告書を校長に提出したところ、突き返されました｡「昨日、原田室長には本人から不服申し立てがあったことを伝えた」しかし、「原田室長は、都教委が通える範囲と判断したので､市教委としてはそう思っている。市教委がそう思っているから､校長としてもそうだ」（だから、実踏報告書は受け取らない。不服申し立ては伝えない）「調布からバスを使えば(90分で)通えるはずだと原田室長が言っていた」というのが、山本校長の答えでした。翌日、今度は調布からバスを使って実踏しましたが、105分かかりました。２日分の資料をもって、市教委原田室長に電話をすると、「校長を通してください」とだけ答えて、電話は切られました｡二者の言をつき合わせるのは私の仕事？とパワー・ハラスメントに腹を立てながらようやく、校長が実踏報告書を私から受け取り、市教委へ送る算段となりました。でも、これはいいほう。それからがひどいのです。

2時間前に家を出ろ
「90分で通えるというなら具体的にその方法を提示してほしい｡それで通うから」と言う私に校長を介して市教委が出してきた方法は二つ。一つは「勤務開始時刻より123分前（２時間と３分前）に自宅を出発せよ」というもの。二つ目は「110分前（１時間50分前）に家を出て、うまくいけば１本前の電車に乗れる」という便。私が実踏した時には２回とも乗れなかったが、市教委が実踏した３月３日には乗れたということなそうな。

　そして、その後は一切取り合いません｡組合で要求書を出し、質問をしても、「都教委預かり」だとして市教委は対応ぜず。質問への回答すらしません。都教委も上部の東京教組の交渉に応じないということでした。

弾圧のためなら原則を外す
　こうして、４月を迎えました｡毎日４時間の通勤時間は、毎日４時間の超過勤務をするに等しいことです｡憲法を守らない教育行政の人間がこの１０年、私に対し何度「公務員は法（指導要領）を遵守せよ」と言い、脅し続けてきたことか｡その彼らが私の異動については自らが作った法（＝異動要綱）を適用させようとしない。（私は｢悪法も法だ｣などとは思いませんが）全くご都合主義でおかしいのは行政です。

弾圧のためなら税金を無駄使い
私を追い出して多摩中には家庭科の専任がいなくなり講師が配置されました。しかし、転任先の調布中では既に家庭科の専任がいるので私の分は加配というわけです。加配ですから、来年度末には私をまた転勤させようというのでしょう。教員を働きにくくして、都民に何の益があるでしょうか。その上、遠距離通勤なので通勤手当も高額、これも無駄な出費です。都民の税金を使って、逆らう教員には度重なる転勤、遠距離通勤等々で働きにくくしようというのです。こうして、処分で科した不利益に、勤務条件上の不利益まで押し付けるのです。これも弾圧の一つの方法です。

虐げられれば強くなる
「これでも辞めないか」という声が聞こえてきますが、辞めるわけありません。虐げられれば人は強くなるのだということを、上意下達の中にすっぽり入った「上位」の人たちに知らせていきましょう。
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次頁に、3月20日に所属する多摩教組が多摩市教委に出した要求書を載せました。
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訂正もしなければ謝罪もしない！八尾坂修・奈良教育大教授に抗議の声を!!
抗議と要求先
東京都文京区本郷2-15-13　株式会社教育開発研究所　代表取締役　福山喜弘

奈良県奈良市佐保台3-902-271　八尾坂　修　t&f0742-27-9261  yaosaka@nara-edu.ac.jp
東京都港区虎ノ門3-10-4虎ノ門ガーデン306正田茂雄法律事務所（両人）代理人弁護士正田茂雄（弁護士をたててきたのです!!）電話　03-3438-2477　FAX　03-3438-2531

何を訂正し、謝罪すべきなのか
以下の囲み内が八尾坂氏の文章の間違っている個所です。

この文章で発端とされている内容は別人の問題（これも事実と異なるが）である。前半の根津さんの問題と後半下線部の別人の問題を混同している。まずは訂正し、根津さんに謝罪して当然のことである。これは人間としてのルールであり、学者として、更に教育学者としての資質を問われる問題である。

訂正も謝罪もしないことに抗議しよう
なぜこんな間違いをしたかと言えば、第1に、八尾坂氏が参照した以下のHP（以下にアドレス）そのものが誤っていたことによる。（HPは抗議を受けて削除済）

（http://www7.plala.or.jp/hinomotono-kuni/jiji/kyouno-hitokoto/hitokoto51.htm）
第2に、八尾坂氏が他人のHPを見て確かめもせず引用したことによる。「他人の集めた資料をHP上で収集して論文を作る」こんな労の軽いスタイルで学問をしているとしか思えない。学者として、最低限、資料の真偽の程を探ることもしない。嘘を土台にして論を立て全国的に発表し、人の名誉を傷つけて、しかも、間違っていると認めても訂正もしない。

これを居直りといいます。居直ってやめない八尾坂氏と出版社に抗議の声を送りましょう。

教育学会のモラル・信用問題として広く訴える！
また、国立大学教授として税金から給与をもらって嘘をふりまいている八尾坂氏の姿勢を許すわけにはいきません。教育が混迷の様相を呈している時、教育学者に求められる要望は本来大きなものがあります。教育現場を正しく把握し、そこにある諸問題を的確につかみ、新しい未来に向かって方向を拓いていくべき教育学会が、このような嘘偽りの情報を元に教育の争点の一つである「教員」問題にかかわっていくとするならば将来にわたって禍根を残すものとなりましょう。

そのような意味で、支える会としては、この問題を広く教育学会、教育関連組織に訴えるつもりでいますので、皆様、様々な分野でご協力ください。


　　　　　　　　　子どもの直感

１）原則でつきあう　「天皇って偉いの？」
三学期の最初の日、私は自分にとっての原則を語った。働くということ（家事も含めて）、働く人ということ、これを大事に思っていること。働くことが社会を支える力であり､社会を発展させる力であること。すると、後の席のほうでおしゃべりが聞こえる。

「どうしたの？」と訊ねると、「先生、天皇って、何、働いているの」「天皇って、偉いの？」

と質問が出る。つまり、担任が「働くこと、働く人の意味」を示したところで、彼らは「じゃあ、天皇って、何、働いているんだ？」と思ったのだ。「う～ん、その問題は難しいなあ。何働いているんだろうね」すると、更にツッコミがあった。

「どうして赤ん坊を、『愛子様』とか呼ぶの」

子どもは、なかなか素晴らしいでしょう。4年生ですよ。

「私はね、『愛子さん』って呼ぶよ。君達のことも、他の人のこともみんな『さん』で呼んでいるのと同じようにね」

「ふ～ん、『愛子様』じゃなくていいんだ」

原則で付き合えば、子どもは見て、聞いてきた現象を結びつけて自分で考える。

２）遠くても分かるように　イラク攻撃は他人事ではない
3月10日（月）は東京都平和の日、東京大空襲を思い起こし平和を考える日だ。しかし、私も学年末に追われてずっとできないでいた。何せ、授業内容が消化できないから、余裕がないのです。

やっと授業が終わったのが19日だった。今まで出来なかったことを最後の余裕時間でやれる・・・そしてその日がちょうどイラクへの攻撃開始と重なった。

　『君知ってる？首都炎上　アニメ東京大空襲』という素晴らしいビデオを借りた。3人の体験者の語り実録の間にその体験談から作ったアニメが入っている。しめて18分という短さが教室に合っている。短くてもチャチではない。実際に大空襲にあった人が「このアニメの通り」というぐらい迫真力のある映像だ。

「橋の上に火がついたと思ったら、あっという間にその火が橋の上の人や荷物に移って一直線に燃えていった」と言われるが、それがそのまま映像になっている。焼夷弾の燃える怖さ、噴き出す火の塊、爆発、人への直撃。

「これを学級会が終わった4時間目に見せよう」と計画していた。

　ところが、10時ちょっと前になると子ども達が騒がしい。ゲームをやっているのにそれに乗らずに、｢もうすぐ10時だ｣「爆弾が日本に来るかな」とやっている。「そうか、攻撃開始が気になるんだ」と分かったので、ゲームを中断してテレビをつける。日本時間10時過ぎ、バグダッドは夜明け前で静かだった。

　｢日本も戦争になる？｣｢爆弾来るかな？｣･･･なるほど、日本も戦争になるかと心配しているのか。「ここまではミサイルは来ないよ。また後で見ようね」とスイッチを切る。

せがまれて11:30につけた。すると、ミサイルの閃光がバグダッドの空に散る。しかし、子ども達は今度は、まるで花火でも見るかのように、心のどこかで「もっとすごい爆発しないのか」と期待している様子も感じられた。

それから4時間目、東京大空襲のビデオの時間だ。所々補足をしながら東京大空襲が住民虐殺であることを知らせる。

ビデオが終わって、イラクで起こっていることとの関連を説明する。

「アメリカは日本の家屋を研究して木と紙の家を燃やせる焼夷弾を住民の多い地域に落とした」「イラクでは日本とは違ったやり方で攻撃しているけど、人間の苦しみは同じ」

給食の時間、「テレビをつけて」というので、見せると

「さっきと何か気持ちが違うよ」「ビデオを見てからテレビを見ると、見てられないような気がする」と子ども達は言っていた。

「でも、日本はアメリカが守ってくれているんでしょ」という子に、一人の子が

「違うよ。アメリカがいるから日本が狙われるんだよ」と答えていた。

これらの子どもの声に家庭や社会が反映している。

※このアニメは特別区教組で貸し出しています。（03-5276-1311）
東京都教育委員会が2001年9月に指導力不足教員として多摩市教育委員会から申請を受けたN教論（中学校家庭科）の場合には，授業内容，服務が問題とされていた。「自分の主義主張を押しつけて洗脳して困る」「中学枚の家庭科で不適切な教材を使う教員がいる」などの指摘が多摩市議会予算委員会で取り上げられたことも背景にある。そもそもの事の発端は，「日本人とアメリカ人の親を持つ生徒を担当しながら極度に煽った反米教育を施し，それに傷つき，事を知った生徒の母親が学校に抗議をしたら，今度はその母親を中傷するようなFAXや書面などを学校の内外に配布し，その結果，学校に居辛くなった生徒は転校を余儀なくされた」という事実にあったのである。


（教職研修　１２月増刊号「指導力不足教員の態様と背景はどうなっているのか」（2002･12･１発行　教育開発研究所）





八尾坂氏と教育開発研究所の居直り


「あくまでも近年の論争例を取り上げたに過ぎません。むしろここでは、今後の指導力不足教員への対応・支援をどうするかに視点を置いています。この視点から、この香川県と多摩市の例を私の判断で例示いたしました。多摩市の例としてHPでいくつか出てきました。私はN教諭の事実を掘り下げて調べることを意図したのではなく、単に態様の論争例を示したに過ぎません。」


「私の意図は、単に論争事例の内容を限られた紙幅のなかで取り上げたに過ぎないのです。全く個人的攻撃をする意図ではありません。全開されている事例内容を紹介することの考えのもとN氏という言葉を使い、特段確かめることはいたしませんでした。事実私も原稿、特に学術論文を執筆する際には、基礎的データ、先行研究文献を詳細に調べることに留意してきたと思います」（以上、前号全文掲載の2002･12･25付け回答書１より）


「当社は、先生の論文を出版することは出版の自由の範囲であり、先生の論文が貴方に対し人権を侵害し、名誉を傷つけたと判断しておりませんので、その余の要求には応じられません。」（株式会社　教育開発研究所　　　代表取締役社長　福山　青弘）


代理人弁護士の立場


「（前回）回答書で述べているとおりであり、これにさらに加えて回答すべき事由がありません。」「特段被通知人の名誉を傷つけているものとは判断していない。」（2003･２･24付け回答書２より）








今号では、支援者の教室から子どもの鋭い直感をめぐって紹介します。


　子ども達は世の中をどう感じているのか、こんどの戦争をどう見ているのでしょうか。





要　求　書


３月５日に行われた人事異動の内示で、多摩中学校の根津公子さんに対して示された異動先（調布市立調布中学校）は、通勤に要する時間が「９０分」を超えています。原田室長は、根津さんが３月６､７日に実際に往復に要した時間の記録を多摩中校長より受け取りながら、これを否定し、多摩市教委が３月３日に調査したという記録を示して、｢９０分以内｣と結論づけています。しかし、多摩市教委の主張する京王八王子７時１６分発の電車に乗ることは不可能なことの方が多いこと、バスの京王八王子駅到着予定時刻が７時１６分ということを多摩市教委が知らないはずがありません｡また、７時１６分発の電車に乗ることができた場合にも、「調布中正門までの所要時間が８９分」と主張するのですから、その主張に沿って考えても職員室まで１分で行くことは出来ないはずです｡さらに、異動要綱の趣旨から考えるなら、勤務時刻より９０分前に自宅を出て、職員室までが｢９０分｣と考えるのが妥当かと思われます。したがって、根津さんに示された異動先は、東京都教育委員会が自ら定めた異動要綱に逸脱したものであり、応じることは出来ません。


そもそも、この異動は異動要綱を悪用した極めて悪辣な見せしめ・報復異動です。｢東京都は財政難｣と言いながら、多摩中から根津さんを追い出し、多摩中には講師を配置し、調布中には｢過員｣で家庭科を配置する。尋常な人事ではないことは言を待ちません｡


多摩市教委は、根津さんの異動先が異動要綱どおりに行わるよう即刻、都教委に上申し、異動先を変更することを要求します。


また、以下に質問をしますので、早急に文書による回答をお願いします｡


勤務開始110分前に家を出なければならないことを｢９０分以内｣と言いますか｡


「９０分以内」というのは、家を出てからどこまでを指すのですか｡


｢９０分｣の線で考えた場合、６時５１分に家を出て５８分のバスに乗るのが現実的な線ですが（これでも９０分より４分早くに家を出なくてはならない）、このバスに乗車したら確実に勤務開始時刻には間に合いません｡そのとき、それを｢遅参｣や休暇扱いにはしませんか｡


調布中に根津さんが赴任した場合、また、調布中の家庭科は｢過員｣となるわけですが、そういう条件のところになぜ、根津さんを異動させようとするのですか｡


都教委は、東京教組との交渉の中で、｢多摩市教委から苦情が上がってこないので、対応が取れない｣と言っています。一方多摩市教委は、根津さんの質問に対し、「都教委が９０分で通えると判断したから通えるのだ」と山本校長に回答をしたと聞きます。この回答は双方、責任のなすりあいをしていると言わざるを得ません。双方が根津さんの異動先を再検討するためには、どのような道筋があるのか、示してください｡　　　　　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多摩島嶼地区教職員組合
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